
0% 取組重要度の合計が100％になっているか確認してください

達
成
度

b/a

#DIV/0!

達
成
度

b/a

#DIV/0!

大学名：　　　　　　　

取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI

基
準
値

取
組

重
要
度

（
R
７
）

総合評価各取組
の評価
＜A＞

重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合
R７ KPIの状況

0 0.00

0 0.00

R
7
目
標
値
a

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

実績評価
（R7.4～R7.11）

R
7
目
標
値
a

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

資料４－４



取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI

基
準
値

取
組

重
要
度

（
R
７
）

総合評価各取組
の評価
＜A＞

重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合
R７ KPIの状況

実績評価
（R7.4～R7.11）

達
成
度

b/a

#DIV/0!

達
成
度

b/a

#DIV/0!

0.00

0 0.00

0 0.00

E

R
7
目
標
値
a

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

R
7
目
標
値
a

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数



取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI

基
準
値

取
組

重
要
度

（
R
７
）

総合評価各取組
の評価
＜A＞

重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合
R７ KPIの状況

実績評価
（R7.4～R7.11）

達
成
度

b/a

#DIV/0!

達
成
度

b/a

#DIV/0!

0 0.00

自由記述欄
（委員）

（機能強化構想充実分に対しては必ず言及してください。）

0 0.00

機能強
化構想
充実分

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

R
7
目
標
値
a

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

R
7
目
標
値
a

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

R
7
実
績
値
b

#DIV/0!



100%

前年度修了
者のうち標準
修業年限修

了者数

前年度修了
者数

15

50

達
成
度

b/a

120.0%

●●●●●
●●●●●

●●●●●
●●●●●

32

50

達
成
度

b/a

80.0%

③ 取組③　●●●●
●●●●

［令和７年度実績］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●

［今後の方向性］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

●●●●●●
●●●● 20%

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

50%

R
7
目
標
値
a

80%

R
7
実
績
値
b

64%

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

R
7
実
績
値
b

30%

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

0 0.00

0 0.00

R
7
目
標
値
a

25%

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

① 取組①　●●●●
●●●●●●

［令和７年度実績］
令和７年度中において、以下の取組を実施した。
・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

［今後の方向性］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

●●●●●●
●●●● 20% 20%

各取組
の評価
＜A＞

基
準
値

実績評価
（R7.4～R7.11）

総合評価
R７ KPIの状況

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合

大学名：　　虎ノ門大学大学院法学研究科法曹養成専攻　　　　　

取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI 取

組

重
要
度

（
R
７
）

機能強化構想から

転記

取組区分は①～⑧から

選択

・文字の大きさは11ポイント

・フォントはMeiryo UI
・A4横向きで作成し、行、列の幅は適宜調整してよいが、１つの取組

につき1枚に収まる量を上限とする。文字数制限は設けない。

・行、列の追加・削除は不可。

・PDF変換時に文字が見切れないよう留意すること。

［令和７年度実績］

・当該取組の令和７年度実施内容やこれまでの実施も含めた効果等について記載すること。

・実数（分母、分子）の数値の変化等も含めた取組内容の進捗についても記載いただきたい。

・実績値が目標値に達していないが高い成果を上げていると考える場合は、

①全国平均との比較

②全国平均のないような取組であれば取組内容の著しい進捗や過去の取組との比較

などにより具体的な数値を用いて、高い成果を上げている旨について記載いただきたい。

・実績値が目標値に達していない場合には、必ず今後の改善に向けた具体的な対応方策を記

載すること。

・実績評価は原則R7.4～R7.11までの8か月間とするが、評価期間前からの取組である等により、

R6.12～R7.3に実績がある場合にはこの期間の実績を含めて記載してかまわない。

［今後の方向性］

・今後の予定を記載。今後の改善に向けた具体的な対応方策はこの項目への記載でもかまわ

ない。

・令和７年度実績を踏まえて計画の変更等がある場合もここに記載すること。

・KPIの単位として、割合（％）を設定し

ている場合には、その計算式の分母、

分子を記載すること。また、実績値の

実数（分母、分子）の数値を記載する

こと。



重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

各取組
の評価
＜A＞

基
準
値

実績評価
（R7.4～R7.11）

総合評価
R７ KPIの状況

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合

取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI 取

組

重
要
度

（
R
７
）

●●●●●
●●●●●

●●●●●
●●●●●

10

50

達
成
度

b/a

66.7%

-

-

-

-

達
成
度

b/a

133.3%

⑥ 取組⑥　●●●●
●●●●●●●

［令和７年度実績］
令和７年度中において、以下の取組を実施した。
・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

［今後の方向性］
今後の改善に向けた具体的な方策は以下のとおり。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

●●●●●
（単位：科
目）

20% 0.00
R
7
実
績
値
b

8

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

④ 取組④　●●●●
●●●●

［令和７年度実績］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●。

［今後の方向性］
今年度の目標は達成できなかったことから、次年度以降に向けた改善策として、以下のとおり実施したい。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

●●●●●●
●●●● 30% 27%

5

R
7
目
標
値
a

6

R
7
実
績
値
b

20%

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

0

R
7
目
標
値
a

30%

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

E0.00

0.00

0

・KPIの単位が実績値に記入

できない場合はKPIに追記す

る等、何らか分かるようにす

ること。



重要度反映点
【A×取組重要度】

＜B＞

重要度反映
点の合計

＜C＞

各取組
の評価
＜A＞

基
準
値

実績評価
（R7.4～R7.11）

総合評価
R７ KPIの状況

左欄の単位として
割合（％）を設定

している場合

取
組
区
分

取
組
名

令和７年度実績及び今後の方向性

（KPIが目標値を達成していない場合は、今後の改善に向けた具体的な対応方策も記載）
KPI 取

組

重
要
度

（
R
７
）

-

-

-

-

達
成
度

b/a

112.5%

-

-

-

-

達
成
度

b/a

#VALUE!

●●●

●●●

0 -
R
7
実
績
値
b

-

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

自由記述欄
（委員）

（機能強化構想充実分に対しては必ず言及してください。）

機能強
化構想
充実分

令和７年度中において、以下の取組を実施した。
・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●。

-

R
7
目
標
値
a

-

- - - -

0.00
R
7
実
績
値
b

9

（
分
子
／
分
母
）

実
績
値
の
実
数

0⑧
取組⑧

●●●●●●●●
●●●

［令和７年度実績］
・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。
目標値を下回っているが、本指標を全国の法科大学院の平均(R6：34％、R5：33％)と比較した場合、本学にこの平
均を当てはめると5名となることから、全国平均を上回る高い実績であると言える。

・●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。

［今後の方向性］
・●●●●●●●
次年度以降の目標値の達成に向けて、今後は、●●●●●●●●●●●●●●等の実施について検討する予定。

・●●●●●●●
今後の改善に向けた具体的な方策としては、来年度は●●●●●●●●、再来年度以降は●●●●●●●●●●
●に取り組む予定。

●●●●●
（単位：名） 10% 7

R
7
目
標
値
a

8

（
分
子
／
分
母
）

目
標
値
の
計
算
式

・空白セルは－（ハイフン）を入力
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